
2022年8月15日発行（毎月1回15日発行）第76巻8号　ISSN 1342-5226

2022
August

8
2
0
2
2
年
8
月

2
0
2
2
年
8
月
15
日
発
行

　第
76
巻
8
号

 

●
長
寿
社
会
に
寄
与
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
―
第
3
期
に
向
け
た
今
後
の
展
開
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価  

７
９
２
円（
税
込
み
）

 長寿社会に寄与する
 データヘルス計画
 ―第3期に向けた今後の展開
 第2期データヘルス計画の中間評価を踏まえた第3期計画の展望　
 井出 博生　中尾 杏子　古井 祐司

 大局大説
 ドイツとの比較から医療保険の歩みと今後を考える
 田中 耕太郎
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議
院
選
挙（
定
数
議
席
2
4
8
、

改
選
議
席
1
2
5
）の
投
票
日

目
前
の
7
月
8
日
、街
頭
演
説
中
の
安

倍
晋
三
元
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
死
去

し
た
。そ
の
衝
撃
の
中
行
わ
れ
た
開
票

で
、与
党
は
自
民
党
63
議
席
・
公
明
党

13
議
席
と
改
選
定
数
の
半
数
を
大
幅

に
上
回
る
議
席
を
獲
得
し
た
。

　
衆
議
院（
定
数
4
6
5
）は
、自
民
党

2
6
1
議
席
、公
明
党
32
議
席
で
あ
り
、

参
議
院
は
改
選
後
、自
民
党
1
1
9
、

公
明
党
27
議
席
と
な
っ
て
過
半
数
を

超
え
て
お
り
、ま
た
、野
党
の
中
で
憲

法
改
正
に
前
向
き
な
維
新
、国
民
民
主

党
の
議
席
を
加
え
る
と
憲
法
改
正
派
は
、

改
正
発
議
に
必
要
な
3
分
の
2
議
席

を
上
回
る
議
席
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、低
金
利
政
策
な
ど

に
起
因
し
て
、円
安
、物
価
高
な
ど
国

民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
が
今
後
一
層

増
大
す
る
恐
れ
が
強
ま
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。ま
た
、積
極
化
す
る
中
国

の
海
洋
進
出
、北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル

開
発
な
ど
、安
全
保
障
問
題
へ
の
関
心

と
取
り
組
み
が
一
層
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
加
速
、コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
第
7
波
到
来
、賃
上
げ
・
生
活
保

障
な
ど
、平
時
に
お
け
る
国
民
生
活
の

安
定
な
ど
の
施
策
へ
の
取
り
組
み
も

一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。岸

田
文
雄
首
相
の
自
民
党
総
裁
と
し
て

の
任
期
は
2
0
2
4
年
9
月
で
あ
る

が
、平
時
の
生
活
・
社
会
活
動
の
活
性

化
、出
生
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
、経
済
活
動
の
安
定
に
向
け
た
取
り

組
み
が
粘
り
強
く
続
く
こ
と
を
願
う
。

　
8
月
上
旬
に
臨
時
国
会
が
召
集
さ

れ
て
第
2
次
岸
田
内
閣
が
発
足
し
、8

月
末
に
は
23
年
度
予
算
案
概
算
要
求

が
各
省
庁
か
ら
行
わ
れ
予
算
編
成
作

業
が
本
格
化
す
る
。ま
た
、岸
田
首
相

は
7
月
10
日
、憲
法
改
正
案
に
つ
い
て

「
で
き
る
だ
け
早
く
発
議
し
、国
民
投

票
に
結
び
つ
け
て
い
く
」と
し
、憲
法

第
9
条
へ
の
自
衛
隊
明
記
や
緊
急
事

態
条
項
な
ど
自
民
党
の
た
た
き
台
4

項
目
に
言
及
し「
大
き
な
課
題
に
つ
い

て
勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
語
っ
た
。

　
今
後
、憲
法
改
正
に
向
け
た
論
議
が

高
ま
る
が
、そ
の
場
合
、戦
後
70
年
余

の
国
民
生
活
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、社

会
保
障
制
度
の
位
置
付
け
や
あ
り
方

に
つ
い
て
の
議
論
の
活
性
化
も
期
待

さ
れ
る
。

　
特
に
憲
法
第
25
条
の
生
存
権
の
規

定
に
関
し
て
は
、「
社
会
保
険
制
度
を

明
記
」す
る
と
と
も
に
、国
民
皆
保
険

体
制
の
持
続
性
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う
、

保
険
者
と
被
保
険
者
・
事
業
主
の
負
担

と
関
与
の
あ
り
方
、国
と
地
方
自
治
体

の
責
務
や
関
与
と
役
割
に
関
す
る
見

直
し
に
向
け
た
論
議
を
望
み
た
い
。

　
さ
ら
に
、公
と
私
の
責
任
と
役
割
の

分
担
、地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
サ
ー

ビ
ス
連
携
の
体
制
構
築
、社
会
保
障
に

係
る
営
利
と
非
営
利
の
事
業
の
関
係

等
に
関
し
て
も
幅
広
い
丁
寧
な
論
議

が
行
わ
れ
、改
正
草
案
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
多
角
的
な
論
議
を
望
み
た
い
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
、第
89
条
の
規
定
に

関
し
て
も
、基
本
的
人
権
の
尊
重
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
、社

会
保
障
に
関
す
る
適
切
な
国
と
地
方

自
治
体
の
財
政
面
で
の
関
与
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
論
議
も
期
待
し
た
い
。
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参議院選挙後の憲法改正論議と
社会保障制度の位置付け

181

視 

点




